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１９６ 

！
こ
の
国
の
ゆ
く
へ
ー
・
・
・
へ
の
問
い
！
（
１
） 

“
広
島
で
の
オ
バ
マ
演
説
聞
き
訳
文
も
読
ん
だ 

” 

産
経
新
聞
ニ

ュ—

ス
の
「
オ
バ
マ
大
統
領
の
演
説
を
紐
解
く
」
黒
瀬
悦
成
氏
の
記
事
を
要
約

抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
（
５
月
２８
日
）
『
２
０
０
９
年
４
月
５
日
、
就
任
間

も
な
い
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
で
の
演
説
で
、
「
核
兵

器
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
唯
一
の
核
保
有
国
と
し
て
、
米
国
に
は
行
動
す
る

道
義
的
な
責
任
が
あ
る
」
と
断
言
し
、
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界

（
の
実
現
）
を
目
指
す
」
と
訴
え
た
。
』
が
、
『
広
島
訪
問
で
の
演
説
は
、
「
プ

ラ
ハ
演
説
」
で
自
ら
指
摘
し
た
「
米
国
の
責
任
」
に
対
す
る
慎
重
な
言
葉
で
語

ら
れ
た
。
「
７１
年
前
の
雲
一
つ
な
い
明
る
い
朝
、
空
か
ら
死
が
舞
い
降
り
、

世
界
は
変
わ
っ
た
」
「
閃
光
（
せ
ん
こ
う
）
と
火
柱
が
町
を
破
壊
し
、
（
原
爆

投
下
は
）
人
類
が
自
ら
を
破
滅
さ
せ
る
手
段
を
手
に
入
れ
た
こ
と
を
示
し
た
」

と
述
べ
、
『
米
国
が
原
爆
の
惨
禍
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
〜
「
死
者
を
追
悼
す

る
た
め
、
こ
こ
を
訪
れ
た
」
と
述
べ
つ
つ
、
自
ら
の
言
葉
が
原
爆
投
下
へ
の
謝

罪
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
慎
重
に
避
け
た
。
演
説
の
時
間
も
約
１７
分
間
に

お
よ
ん
だ
も
の
の
、
２８
分
間
だ
っ
た
プ
ラ
ハ
演
説
に
比
べ
れ
ば
短
か
っ
た
。 

背
景
に
、
米
国
内
で
根
強
い
「
原
爆
投
下
正
当
化
論
」
や
「
謝
罪
反
対
論
」

へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
プ
ラ
ハ
演
説
で
「
世
界
は
変

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
声
は
無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
エ
ス
・

ウ
ィ
ー
・
キ
ャ
ン
と
言
お
う
」
と
訴
え
て
約
束
し
た
。
』
だ
が
、
今
回
は
核
軍

縮
へ
の
取
り
組
み
の
多
く
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
も
あ
る
と
思
え
る
。 

『
「
公
約
」
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
と
の
核
軍
縮
交
渉
は
「
新
戦
略
兵
器
削
減
条

約
」
（
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
と
し
て
結
実
し
た
も
の
の
、
例
え
ば
包
括
的
核
実
験

禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
の
批
准
は
上
院
で
否
決
さ
れ
、
兵
器
用
核
分
裂
性
物

質
生
産
禁
止
条
約
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
）
交
渉
も
棚
上
げ
状
態
の
ま
ま
だ
。 
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こ
う
し
た
背
景
か
ら
か
、「（
核
廃
絶

の
）
目
標
は
私
が
生
き
て
い
る
間
は

実
現
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
改
め
て
指

摘
し
た
上
で
、「（
核
戦
争
の
）
惨
禍

の
可
能
性
を
引
き
下
げ
る
に
は
粘

り
強
い
取
り
組
み
が
必
要
だ
。 

〜
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
記
憶
が
想
像
力
を
養
い
、
わ

れ
わ
れ
を
変
え
さ
せ
て
く
れ
る
」
と

述
べ
た
が
、「
反
戦
・
反
核
」
の
情

念
こ
そ
が
世
界
を
変
え
る
と
期
待

す
る
論
理
は
む
し
ろ
、
米
国
の
世
界

的
影
響
力
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
、

核
軍
縮
で
も
不
完
全
燃
焼
気
味
だ

っ
た
オ
バ
マ
氏
の
「
黄
昏
（
た
そ
が

れ
）」
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。』
と
読
み
解
く
。 

 

わ
た
し
も
プ
ラ
ハ
演
説
よ
り
、
気

迫
を
感
じ
な
か
つ
た
。
何
故
か
、
一

つ
に
は
「
核
廃
絶
を
唱
え
る
一
方
で
、

『
核
の
ボ
タ
ン
を
広
島
に
持
ち
込

み
を
得
な
い
こ
と
と
、
広
島
へ
訪
れ

る
前
日
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
中
し
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
終
結
後
か
ら
４０
年
、
武

器
禁
輸
を
全
面
解
除
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
は
、
殺
傷
能
力
の
高
い
武
器
を
米

国
か
ら
調
達
で
き
る
様
に
な
る
。 

（
こ
れ
ま
で
、
武
器
の
多
く
を
ロ

シ
ア
に
依
存
し
て
い
た
。） 

 

オ
バ
マ
氏
は
「
中
国
が
原
因
で
は

な
い
。
と
し
し
つ
、
海
洋
の
安
全
保

障
は
、
米
国
の
懸
念
だ
と
も
指
摘
。 

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
と
の
関

係
強
化
を
含
め
て
、
米
政
権
の
ア
ジ

ア
戦
略
の
重
要
な
政
策
と
な
っ
て

い
る
」
５
月
２４
日
朝
日
新
聞
朝
刊
３

Ｐ
・
９
Ｐ
よ
り
抜
粋
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
米
国
の
「
核
・
軍

事
力
」
の
強
化
・
拡
大
を
持
っ
て
「
抑

止
力
と
い
う
カ
ー
ド
」
を
所
持
し
て

の
外
交
と
、
軍
事
力
に
よ
ら
な
い

「
外
交
（
核
廃
絶
を
前
提
と
す
る
）
」

の
矛
盾
（
天
秤
）
を
抱
え
ざ
る
を
得

な
い
「
立
ち
位
置
」
な
の
だ
。
何
故

か
。
「
原
爆
投
下
は
、
戦
争
を
終
結

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
」
と
の

国
内
事
情
と
「
軍
産
複
合
体
」
と
い

う
「
軍
事
産
業
」
か
ら
ぬ
け
出
せ
な

い
、
「
経
済
的
依
存
」
が
あ
る
。
武

器
製
造
企
業
幹
部
が
常
套
言
と
し

て
「
兵
器
は
、
戦
場
で
の
米
兵
士
を

守
り
、
米
国
民
を
守
る
た
め
。
戦
争

の
終
結
を
早
め
ら
れ
る
」
と
い
う
。 

破
壊
力
（
無
差
別
殺
戮
）
そ
の
も

の
が
、
人
道
に
反
し
、
こ
れ
を
正
当

か
す
る
の
は
、
武
器
製
造
者
の
自
己

正
当
化
（
弁
語
）
で
し
か
な
い
。 

よ
う
は
、「
金
儲
け
の
体
制
維
持
」

な
の
だ
。
こ
れ
ら
に
、
安
倍
政
権
は

「
寄
ら
ば
大
樹
の
陰
」
と
米
国
の
核

の
笠
の
下
に
安
住
す
る
の
に
「
肩

身
」
の
狭
さ
を
感
じ
、
祖
父
の
想
い

を
引
き
継
ぎ
、
一
歩
踏
み
出
し
憲
法

を
解
釈
で
「
改
憲
し
軍
事
化
・
武
器

輸
出
を
強
化
し
、
「
米
国
に
な
ら
っ

て
「
軍
産
複
合
体
」
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
”
ベ
ル
ギ
ー
で
計
画
さ

れ
て
い
た
原
発
テ
ロ
の
脅
威 

 

“
と
の
記
事
を
見
た
。
『
記
者
は
、

『
も
し
日
本
の
原
発
が
テ
ロ
リ
ス

ト
に
狙
わ
れ
た
ら
、
そ
ん
な
心
配
が

他
人
事
と
は
思
え
な
い
情
報
が
発

覚
し
た
。
約
三
七
〇
人
の
死
傷
者
を

出
し
た
三
月
の
ベ
ル
ギ
ー
連
続
テ

ロ
で
、
自
爆
死
し
た
兄
弟
が
原
子
力

施
設
の
襲
撃
を
検
討
し
て
い
た
疑

い
が
浮
上
し
た
の
だ
。
兄
弟
は
、
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
・
バ
ク
ラ
ウ
ィ
（
２９
）
、

ハ
リ
ド
・
バ
ク
ラ
ウ
ィ
（
２７
）
の

両
容
疑
者
。
地
元
紙
な
ど
に
よ
る
と
、

二
人
は
同
国
北
部
モ
ル
の
原
子
力

施
設
に
勤
め
る
技
術
者
の
動
向
を

撮
影
し
て
い
た
と
い
う
。
技
術
者
は
、

ベ
ル
ギ
ー
の
原
子
力
研
究
の
責
任

者
の
１
人
と
さ
れ
る
。
動
画
は
昨
年

末
、
パ
リ
の
テ
ロ
関
連
で
実
施
さ
れ

た
家
宅
捜
索
で
押
収
さ
れ
て
い
た
。 

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
二
カ
所
で
原
発

が
稼
働
し
て
お
り
、
二
人
は
そ
の
襲

撃
を
狙
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

治
安
当
局
は
、
原
発
の
警
備
を
強

化
、
複
数
の
原
発
従
業
員
は
、
立
ち

入
り
を
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
ベ
ル

ギ
ー
で
実
際
に
テ
ロ
が
行
わ
れ
た

の
は
、
空
港
と
地
下
鉄
だ
っ
た
。 

原
子
力
施
設
へ
の
テ
ロ
が
察
知

さ
れ
た
た
め
、
直
前
に
標
的
を
か
え

た
と
い
う
見
方
も
出
て
い
る
。 

 

〜
五
〇
基
の
原
発
を
抱
え
る
原

発
大
国
、
日
本
に
と
っ
て
看
過
で
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き
な
い
情
報
だ
。
日
本
で
も
、
核
関

連
施
設
内
に
不
審
者
が
紛
れ
込
む

の
を
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
原
発
職
員
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
日
本

は
先
進
国
の
な
か
で
お
く
れ
を
取

っ
て
い
る
。
一
一
年
一
月
、
国
際
原

子
力
機
関
（IA

E
A

）
は
核
物
質
防

護
勧
告
（IN

F
C

IR
C

/2
2

5
/R

e
v
. 

5

）
を
発
表
し
、
日
本
に
対
し
て
も

着
実
な
実
施
を
求
め
た
。
原
子
力
規

制
委
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

発
足
さ
せ
、
原
発
勤
務
者
の
信
頼
性

確
認
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
き

た
が
、
約
３
年
が
か
り
で
や
っ
と
最

近
、
制
度
化
に
い
た
っ
た
状
況
だ
。 

  

そ
れ
も
結
局
は
各
電
力
会
社
が
、

防
護
区
域
等
に
入
る
社
員
の
職
歴

や
賞
罰
歴
、
法
律
上
の
責
任
能
力
、

テ
ロ
活
動
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る

団
体
と
の
関
連
な
ど
を
自
主
申
告

さ
せ
、
適
性
検
査
も
す
る
と
い
う
。 

こ
れ
ら
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に

も
と
づ
き
、
規
制
委
が
規
則
で
定
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
規
定

だ
け
つ
く
り
、
あ
と
は
事
業
者
に
お

ま
か
せ
と
い
う
に
等
し
い
。
』

（W
E

B
R

O
N

Z
A

 

社
会
・
ス
ポ
ー
ツ 

記
事
一
覧
よ
り
、
一
部
抜
粋
） 

福
島

原
発
事
故
後
の
廃
炉
に
向
け
た
、
こ

れ
ま
で
の
作
業
経
緯
を
省
み
る
と
、

よ
り
、
危
機
感
が
つ
の
る
。 

核
に

よ
る
「
攻
撃
」
を
想
像
す
る
前
に
「
原

発
へ
の
攻
撃
破
壊
」
へ
の
想
い
が
、

よ
り
、
押
さ
え
よ
う
の
な
い
「
急
迫
」

を
感
じ
る
。（
核
兵
器
を
使
用
し
な

く
て
も
、
破
壊
力
は
同
じ
で
は
な
い

の
か
） 
さ
ら
に
、
福
島
原
発
の
「
溶

解
し
炉
漏
れ
し
た
核
燃
料
」
の
取
り

出
し
や
、
そ
の
「
制
御
」
の
作
業
工

程
も
視
え
な
い
。
汚
染
廃
棄
物
の
処

理
作
業
・
保
管
場
所
（
期
限
の
な
い

制
御
）
も
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、「
負
の
遺
産
」
と

し
て
、
子
供
や
孫
へ
と
引
き
継
が
れ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。 

さ
て
、問
い
か
け
る
問
題
は「
限

り
な
く
怒
濤
の
よ
う
に
溢
れ
出

て
」
い
る
。
（
Ｇ
７
）
首
脳
会
議 

（
伊
勢
湾
サ
ミ
ッ
ト
）
で
、
安
倍

首
相
は
議
長
と
し
て
『
世
界
経
済

は
い
ま
、
多
く
の
国
が
マ
イ
ナ
ス

成
長
に
転
落
し
た
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
危
機
に
陥
り

か
ね
な
い
状
況
で
あ
る
』
と 

各

国
の
「
財
政
出
動
」
を
含
む
「
危
機

対
応
」
求
め
た
が
、
メ
ル
ケ
ル
独
首

相
か
ら
「
危
機
と
ま
で
言
う
の
は
、

い
か
が
な
も
の
か
」
と
反
論
が
あ
り
、

他
の
首
脳
か
ら
も
「
危
機
の
強
調
」

す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
サ
ミ
ッ
ト
後
の
会
見
で
、

安
倍
首
相
は
「
Ｇ
７
が
認
識
を
共
有

し
た
と
述
べ
た
。
が
、
こ
れ
は
『
世

界
経
済
の
回
復
は
継
続
し
て
い
る
が
、

成
長
は
緩
や
か
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る 

』
と
の
『
基
本
認
識
を
示
し
た
首
脳

宣
言
を
逸
脱
し
て
い
る
』
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
よ
う
は
、
消
費
税
の
再

延
期
を
表
明
す
る
機
会
と
し
た
だ
け

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
消
費
税
再

延
期
」
に
よ
る
、
税
収
を
見
込
ん
で

の
予
算
を
組
ん
で
い
た
。
見
込
ま
れ

た
消
費
税
率
１０
％
で
増
収
の
約
５
兆

円
の
う
ち
、
１
兆
５
千
億
ほ
ど
が
低

所
得
者
の
対
策
に
使
う
予
定
だ
っ
た
。 

月
収
が
、
６
万
４
千
円
以
下
の
高

齢
者
ら
の
約
７
０
０
万
人
の
高
齢
者

は
毎
年
、
最
大
で
月
５
千
円
を
追
加

で
受
け
取
れ
る
制
度
だ
。 

ま
た
、
今
年
度
限
り
だ
が
、
「
臨

時
給
付
金
」
を
配
り
始
め
た
が
、
来

年
は
ど
う
な
る
か
？
三
月
に
は
、
生

活
保
護
受
給
所
帯
の
過
半
数
が
、
六

五
歳
以
上
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
「
一

億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
保
育
所
及
び
、

介
護
基
盤
と
と
も
に
５０
万
人
分
増
・

保
育
士
・
介
護
福
祉
士
の
処
遇
給
与

改
善
・
給
付
型
奨
学
金
の
増
設
・
教

育
無
償
化
・
同
一
労
働
、
同
一
賃
金

で
正
規
・
非
正
規
の
格
差
是
正
な
ど
。 

経
済
成
長
が
あ
っ
て
の
政
策
だ
が
、

か
け
声
だ
け
の
プ
ラ
ン
に
な
る
恐
れ

あ
り
き
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
不
条
理
な
社
会
を
正
常

な
社
会
に
変
え
る
政
策
を
書
き
変
え

ら
れ
る
は
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り
な

の
行
動
で
あ
る
。
さ
ー
は
じ
め
よ

う
！
七
月
の
投
票
を
・
・
（
し
ん
） 
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福
脊
連
の
第
３８
回
総
会
が
、
４

月
23
日
（
土
）、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
６
階 

福
祉
特
一
室
で
開
催

さ
れ
た
。 

開
会
・
総
会
成
立
確
認 

会
員
数
８２
名
に
対
し
、
出
席
者

４５
名
（
う
ち
委
任
状
３８
名
）
に

よ
り
、
会
則
に
基
づ
き
総
会
成
立

を
確
認
し
、
開
会
し
た
。 

会
長
挨
拶 

藤
田
会
長
よ
り
、
挨
拶
が
あ
っ

た
。 

議
長
・
書
記
選
出 

議
長
、
書
記
を
選
出
し
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。 

議
長 

堤 

真
吾
氏 

書
記 

東 

聖
二
氏 

基
調
報
告 

 

基
調
報
告
で
は
、
織
田
事
務
局

長
か
ら
、
全
脊
連
の
現
況
に
つ
い

て
の
問
題
点
、
課
題
に
つ
い
て
提

起
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

全
脊
連
の
今
後
に
つ
い
て
・
・
・

安
藤
信
哉
理
事
の
提
案
に
沿
っ
て 

【
長
所
】 

・
公
益
社
団
法
人
で
あ
り
、
社
会

的
信
用
度
が
高
い
〜
（
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
評
価
軸
と
下
記
の
課

題
・
提
案
の
内
実
を
客
観
的
に
精

査
す
る
こ
と
も
不
可
欠
と
考
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
各
支
部
の
活
動
が

県
域
で
社
会
的
（
他
の
団
体
と
の

連
携
を
含
む
）
に
浸
透
し
、
社
会

的
な
評
価
が
「
ど
の
様
に
」
あ
る

か
で
す
。
本
部
は
、
支
部
の
総
会

議
案
書
等
を
取
り
寄
せ
て
実
態
を

把
握
す
べ
き
で
す
。） 

・
社
会
保
障
審
議
会
な
ど
、
各

種
行
政
機
関
の
委
員
の
ポ
ス
ト

が
あ
る
。
〜
（
各
審
議
会
へ
の
参

画
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、「
提
言
」

に
つ
い
て
は
、
最
低
限
の
「
理
事

会
で
の
総
意
・
合
意
」
が
前
提
で

あ
る
が
、
協
議
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
個
人
的
プ
レ
ー
で
あ
る

面
を
否
め
ま
せ
ん
。
制
度
や
制
度

執
行
に
伴
う
、「
政
省
令
・
通
達
等
」

を
読
み
解
き
、
支
部
が
「
対
応
で

き
る
よ
う
」
に
制
度
の
解
説
・
注

意
点
な
ど
を
的
確
に
提
供
す
る
こ

と
が
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
支

部
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
制
度
に
関
す
る

研
修
が
不
可
欠
で
す
。） 

・
脊
髄
損
傷
に
関
し
て
高
い
専
門

性
が
あ
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
充

実
し
て
い
る
。（「
専
門
性
」。「
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
」
と
い
う
が
、

そ
の
実
務
的
・
内
実
と
し
て
の
「
実

績
デ
ー
タ
」
は
、
未
だ
に
共
有
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
の
で
、「
専
門
性

の
内
実
」
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。 

も
ち
ろ
ん
、
実
績
を
上
げ
て
い

る
支
部
も
あ
り
ま
す
が
、
相
談
事

業
の
実
績
デ
ー
タ
は
、
今
後
の
事

業
を
進
め
る
た
め
の
実
務
的
な

「
問
題
・
課
題
を
整
理
」
を
す
る

「
資
源
」
で
あ
り
、
そ
の
掘
り
下

げ
が
新
た
な
計
画
性
（
方
針
）
を

確
立
す
る
材
料
な
の
で
す
。） 

・
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
２
０
０
０
名
を
超
え

る
数
で
あ
る
。
〜
（
減
少
す
る
原

因
（
２
０
０
９
年
に
提
起
し
て
い

ま
す
が
、
協
議
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

現
実
、
会
員
減
少
は
加
速
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
分
析
が
不
可

欠
、
今
後
の
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
の
掘
り

下
げ
が
必
要
で
す
。） 

（
以
下
、
議
案
書
掲
載
） 

 

第
１
号
議
案 

各
支
部
２
０
１
５

年
度
活
動
の
総
括
・
16
年
度
方
針 

２
０
１
５
年
度
各
支
部
活
動
の

総
括
及
び
、
２
０
１
６
年
度
活
動

方
針
に
つ
い
て
３
支
部
か
ら
報
告

 
福
脊
連 

 
第
３８
回
総
会
報
告 
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駅の移動経路図 

 

 

 

多目的トイレ室内 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
鹿
児
島
本
線
水
巻
駅 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

 

今
年
３
月
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
た
水
巻
駅

を
見
て
き
た
。 

上
下
線
と
も
に
、
博
多
寄
り
２

両
分
位
は
車
両
と
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト

で
あ
る
が
、
小
倉
寄
り
は
、
か
さ

上
げ
が
さ
れ
て
な
く
、
段
差
が
大

き
い
。 

従
っ
て
、
万
が
一
の
連
絡
ミ
ス

で
ス
ロ
ー
プ
の
迎
え
が
な
い
場
合

を
考
え
る
と
、
博
多
方
面
か
ら
の

上
り
は
後
ろ
の
車
両
に
、
小
倉
方

面
か
ら
の
下
り
は
、
前
方
の
車
両

に
乗
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。 

上
り
ホ
ー
ム
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
、

下
り
ホ
ー
ム
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
つ
い
て
い
る
。 

駅
構
内
は
構
造
上
、
車
椅

子
で
は
上
り
ホ
ー
ム
と
下
り

ホ
ー
ム
を
行
き
来
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。 

駅
員
は
北
口
（
上
り
側
）

の
駅
舎
に
い
る
の
で
、
下
り

博
多
方
面
に
乗
車
す
る
場
合

は
、
北
口
で
切
符
を
購
入
し

踏
切
を
渡
っ
て
南
口
に
行
く

か
、
南
口
か
ら
イ
ン
タ
ー
ホ

ー
ン
で
連
絡
す
る
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

も
ち
ろ
ん
自
己
責
任
で
乗

車
す
る
場
合
は
、
券
売
機
は
あ
る

の
で
連
絡
せ
ず
に
乗
車
す
る
こ
と

は
で
き
る
。 

も
と
も
と
地
下
式
の
通
路
の
駅

な
の
で
、
経
路
は
複
雑
で
あ
る
。 

一
般
ト
イ
レ
が
北
口
、
南
口
と

も
に
改
札
外
に
あ
っ
た
が
、
北
口

改
札
内
に
多
目
的
ト
イ
レ
が
新
設

さ
れ
て
い
た
。 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
の
併
設
さ
れ
た
ト
イ
レ
で
あ
る
。 

 駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

（h
ttp

://w
w

w
.jrk

y
u
sh

u
.co

.jp
/p

ro

file/b
arrier_

free/in
d
ex

.jsp

） 

ま
た
、
北
九
州
支
部
作
成
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
参
考
に
し
て
列
車
の

旅
を
楽
し
ん
で
み
て
は
、
ど
う
だ

ろ
う
か
。 

（h
ttp

://w
w

w
7
b
.b

ig
lo

b
e.n

e.jp
/~

k
itam

ach
i/

） 

（
北
九
州
支
部 

白
川
長
廣
） 



ＱＳＫ  １９９７年 ９月 １８日  第三種郵便物承認  通巻 ５７３９号  ２０１６年 ６月 ２７日  発行 （日 刊 ）  

 - 10 - 

『 
健
ち
ゃ
ん
日
記 

』 

 
季
節
も
変
わ
り
始
め
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
い
か
が
お
過
ご

し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
色
鮮
や

か
な
花
々
も
咲
き
、
私
の
勤
め
て

い
る
近
辺
で
は
、
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン

ボ
【
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類
（
Ｃ
Ｒ
）

（
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）】も
飛

び
始
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
期
間
開
催
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

私
は
、
日
曜
・
祝
日
だ
け
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
五
月
一
日
は
、

岡
山
県
か
ら
、
博
多
に
遊
び
に
来

て
い
た
、
友
達
を
福
岡
空
港
に
連

れ
去
ら
い
に
、
も
と
い
、
迎
え
に

行
き
北
九
州
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
し
ま

し
た
。
翌
日
、
山
陰
地
方
で
仕
事

だ
そ
う
で
、
二
時
半
の
新
幹
線
で

帰
る
の
で
、
八
幡
駅
み
ど
り
の
窓

口
で
切
符
を
購
入
後
、
東
田
イ
オ

ン
の
サ
ン
マ
ル
ク
カ
フ
ェ
で
喫
茶

タ
イ
ム
。
入
る
前
に
、
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
の
観
覧
車
と
の
シ
ョ
ッ

ト
を
撮
り
お
バ
カ
な
話
に 

盛
り
上
が
り
…
。 

い
ざ
、
お
土
産
の
購
入
時
間
を

考
え
な
が
ら
、
東
田
地
区
か
ら
北

九
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
G7

の
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
小
倉
駅

周
辺
へ
乗
用
車
自
粛
規
制
の
看
板

を
見
な
が
ら
…
駅
近
く
に
な
る
に

つ
れ
て
、
警
備
の
厳
重
さ
が
増
し

て
い
く
。
新
幹
線
側
駐
車
場
に
入

庫
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
六
人
の

警
官
に
取
り
囲
ま
れ
…
そ
う
で
す
。

職
質
、
車
内
検
査
、
ト
ラ
ン
ク
の
中
、

車
体
の
下
回
り
を
念
入
り
に
検
査

さ
れ
…
無
事
通
過
（
一
見
見
で
判
断

さ
れ
た
で
は
な
い
で
す
よ
） 

駅
に
突
入
、
凄
い
厳
戒
態
勢
か
？ 

一
般
の
人
達
よ
り
、
警
察
官
の

数
が
は
る
か
に
多
く
感
じ
た
の
は
、

私
達
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
ス
ロ
ー

プ
出
入
口
両
端
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

乗
り
口
に
も
、
警
察
犬
も
数
頭
い

ま
し
た
ね
。 

 

土
産
物
屋
に
行
き
、
本
人
は
明
太

子
の
切
子
を
購
入
。
私
は
、
北
九

州
の
官
営
八
幡
製
鐵
所
で
大
正
年

間
に
従
業
員
の
栄
養
補
助
の
た
め

に
作
ら
れ
、
関
連
施
設
の
世
界
遺

産
登
録
に
よ
り
名
物
土
産
に
な
っ

た
、
く
ろ
が
ね
堅
パ
ン
と
く
ろ
が

ね
羊
羹
を
購
入
し
て
渡
し
、
ち
ょ

う
ど
、
新
幹
線
乗
車
十
分
前
で
、

改
札
口
で
泣
き
の
別
れ
を
（
笑
）。 

 

２
日
、
職
場
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
パ
ー
ク
を
ク
エ
ー
ト
国
営
テ
レ

ビ
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
撮
影

に
来
ら
れ
て
、
案
内
を
し
て
い
た

ら
、
突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
言

葉
に
詰
ま
り
、
う
ま
く
伝
わ
ら
な

い
自
分
に
赤
面
し
ま
し
た
。
後
日

私
宛
の
メ
ー
ル
に
、Y

o
u
T

u
b
e

に

ア
ッ
プ
し
た
の
で
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
と
…
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

三
連
休
は
、
家
で

w
o
w

o
w

を

見
な
が
ら
、
ペ
ッ
ト
た
ち
に
囲
ま

れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

北
九
州
支
部 

宮
岡 

健 


